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 ケーススタディ 
近年、発生したペット問題の具体的事案について、その解決に取り組んだ行政、社会福祉協議

会やボランティア団体にヒアリングを行い、問題発生防止のための取組や発生後の対処方法等に

ついて検討した。 

 

 有識者ヒアリング 
ペットや飼い主不明猫に関して造詣の深い有識者を訪問し、社会的な支援が必要な人のペット

飼育問題に関する対策、環境被害対策や災害対策等についてヒアリングした。 

 

 

  

ヒアリング対象
（実施日）

●A市　動物担当部署
●A市　障害福祉担当部署
●A市社会福祉協議会
●ボランティア団体A
　　　　　　　　　(2019.11.12)

主なヒアリング内容

・当事者の状況
（属性、周囲とのつながり、発見前の支援状況等）
・発見→関係者間の情報伝達・対応検討→対応の状況
・関係者の役割分担
・事案から得られた教訓、改善した点、新たに取り組んだ事業等
・今後の課題

氏名 所属・役職
（実施日） 主なヒアリング内容

1 打越 綾子 氏

成城大学法学部
教授

（１回目：2019.６.27）
（２回目：2019.７.24）

・本調査研究の意義について
・一般市町村における動物行政の課題
・自治体アンケートについて
・一般市町村の先進事例

2 佐上 邦久 氏
公益財団法人どうぶつ基金

理事長
（2019.７.25）

・事業概要及び支援スキーム
・多頭飼育崩壊への対応
・ＴＮＲ先行型地域猫活動
・情報発信について

3 佐藤 尚治 氏

長野県社会福祉協議会
まいさぽ信州長野
主任相談支援員
（2019.９.３）

・生活困窮者の自立支援について
・関与した多頭飼育崩壊事例
・多頭飼育者の特性
・まいさぽ信州長野の課題について

4 国崎 信江 氏
株式会社危機管理教育研究所

代表
（2019.９.11）

・被災地におけるペットに関する問題
・避難所運営の現状及び課題
・ペットの災害対策
・ボランティア団体等との連携
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Ⅱ.自治体職員を悩ますペット等に関するトラブル 
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自治体職員を悩ますペット等に関するトラブル 
本章では、本調査研究の結果を報告する前に、まず自治体の職員を悩ませているペットや飼い

主不明猫をめぐるトラブルの現状や将来起こり得る問題について簡記する。 

ペット等に関するトラブルは、悪臭や騒音の発生、糞（ふん）・尿の放置、ペットの遺棄、動物虐

待など多様だが、特に解決が難しいのは、「社会的な支援が必要な人等を当事者とする不適切な

ペット飼育」や、「飼い主不明猫への無秩序な餌やりによる生活環境の悪化」である。 

また、「災害時におけるペットをめぐる問題」も、課題として挙げられる。災害が発生した際、避難

所におけるペットの対応について決まっていない地域があることなどから、大規模災害が発生した

被災地では、避難所を運営する自治体職員が住民間の調整に苦慮する事例が散見される。 

こうしたトラブル等の実態を子細に見ると、動物愛護管理に加え環境衛生や福祉、防災など

様々な分野における要因が絡んでおり、各分野において問題が同時並行的に進行している様子

がうかがえる。 

したがって、ペット等に関するトラブルは、動物担当部署だけの問題ではなく、高齢福祉、障害

福祉、地域福祉や健康推進等の福祉健康分野に加え、防災や住宅等の担当部署にも影響のある

事案であることを認識する必要がある。また、解決に向けては、動物愛護団体等の外部団体と協力

して、関係部署が連携して取り組むことが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今、こんなことが起きている・・・ 
●体力や認知機能の衰えにより、ペットの世話が行き届かず、室内が汚損し不衛生な環境に 
●社会的な支援が必要な人や周囲とのつながりが乏しい人等が、飼育能力を超えた数の動物を
集めてしまう 

●持病の悪化等により入院が必要になったとしても、ペットがいるため入院を拒みさらに体調が悪化 
●体調悪化や経済的理由により社会的な支援が必要な人が自治体等にペットの引取りを依頼 
●独居の高齢者等が死亡してしまい、ペットが部屋に残される 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①社会的な支援が必要な人等を当事者とする不適切なペット飼育 🙀🙀 
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①社会的な支援が必要な人等を当事者とする不適切なペット飼育 🙀🙀 
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今、こんなことが起きている・・・ 
●飼い主不明猫が過剰繁殖し、鳴き声がうるさ
く、悪臭も発生 

●飼い主不明猫が庭等に糞（ふん）・尿をす
る、車や家に傷をつける、ごみをあさる 

●交通事故等により死亡・負傷する猫が増加 
●多くの飼い主不明猫が動物愛護センターに持
ち込まれる（場合によっては殺処分） 

 
 
 

②飼い主不明猫への無秩序な餌やりによる生活環境の悪化 🙀🙀 

 

今、こんなことが起きている・・・ 
●被災時において、避難所でのペットの取扱い
に関する調整に自治体職員が苦慮 

●ペットの飼い主が避難所を敬遠し、車中泊や
自宅の倉庫等に避難する「軒先避難」を行う
ことによる健康悪化や、余震が続く中、破損
した家に住み続けることによる危険 

●発災時に逸走したペットに関する問合せや
収容が増加 

 
 
 
 

③災害発生時におけるペットをめぐる問題 🙀🙀 

自治体職員は①②③への対応を求められる 
⇓ 
⇓ 
⇓ 
⇓ 

組織として、ペット問題に対応できる体制が構築されていない 

11

Ⅱ



 

12 

  

12

Ⅱ


	Ⅱ.自治体職員を悩ますペット等に関するトラブル
	自治体職員を悩ますペット等に関するトラブル


